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婦
人
検
診
を受
け
ま
し
よ
う

保
健
西
と
係

年
食
の
環
境
肩
の
提
出
が

把
月
生
ま
れ
の
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則
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ま
す
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の
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“
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■
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行

ｆ

ｔ
“
ま
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科
し
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は
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性
品
■
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≡
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門
い
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あ
■
て
≡
さ
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■
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て
き
る
期
間

十
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，
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万
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し
い
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て
ｔ
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■
ラ
，
ｔ
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お
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せ
し
≡
十
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日
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指
定
し
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イ
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エ
ン
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拡
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ま
て
ｔ
＝

６
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ｔ
辻
し

て
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■
に
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な
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ボ
リ
オ
ワ
ク
テ
ン

投
与
に
つ
い
て

！
保
躍
崎
生
孫

ｉ
け
オ
ツ
ク
イ
ン
や
与
を
抑
■

１１
口

（本
）
に
行
い
ま
す

■
対
象
者

■
成

い
■

１１
Ｈ
り
前

の
出

■

て
　
ま
た
２
ｍ
投
↓
を
セ
け
て
い

と
ヽ
お

１
き
た

日
注
意
事
項

■
リ
オ
ツ
ク
■
ン
は
！
田
世
与

す
必
要
て
十
　
≡
た
―
口
し
か
投

ヶ
を
受
け
て
い
な
い
お
十
さ
ん
は

対
４
と
な
り
ま
す
の
ｒ
，
千
手
は

ど
昨
語
し
て
′
た
さ
い

！
日
は

「１１
十
子
に
」
を
必
す

お
持
ち
く
た
と

い

～
最
後
ま
で
健
康
に
生
き

る
た
め
に
～

轟
演
会
の
お
知
ら
せ

候
題
ほ
生
係

保
控
朴
中
い
合
ャ
付
　
た
生
活

打
世
辻
柿
Ｍ
科
≡
■
は
　
市
木
■

町
■
械

て
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に
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こ
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１０
Ｈ
“
は

一■
）

十
■
―
十１１

拘
，
ｉ
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＝
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叶
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宮
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０
や
す
く
お

市
し
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７
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献
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０
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＝
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ｒ
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すぞ‖化ど‖岩■ 喜地
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手
続
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に
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い
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台
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４
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”
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る
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ｔ
ｔ
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「催
地
私
　
一■
仙
４
削

一

Ｈ
即
の
よ
Ｗ
」
付
　
故
■
　
―た

ｌＬ

の
均
合
に
比

べ
“
く
の
＝
し
い
Ｍ

也
打
多
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ｔ
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“
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札
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〓
　
＝
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何
■
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〓
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シ
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ＩＩ
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ー
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―
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ヽ
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０
‥

■
〓

４
ュ

“ヽ
）●
●
一９
，
■
京
ＣＬ
Ｈ
コ
す
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融
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↓
■
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中
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！
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■

１

「
″
　
打
々

に
抑
世
木
槽

り
方
ｔ
ｉ
一

■
創
業
促
進
税
制

刊
性
か
ら
ヽ
Ｔ
川
　
拡
大
■
■

れ
を
オ
性
し
ま
す

計
し
く
Ｌ
　
お
川

い
合
わ
せ
く

た
さ

「

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ポ
望
く
じ

９
局
西
日
か
ら
発
売
開
始
‥

ま
＝

ｍ
口
　
市
水
中
町
仕
対
モ

■
中
＝

ｔ
ｔ
初
”
て
と
な
る
エ
ヨ

７
●
１
ヤ
ー
記
定
式
■
行
わ
れ
ま

し
た
　
木
■
■ｉ
丁
て
は
２
名

の
エ

，
７
デ
ー

マ
ー
す
た
■
Ｌ
　
南
本

巾
町
て
，
ｌｉ
の
原
地
Ｆ
の
抹
各
民

十
１
た
■
初
Ｍ
て
の
記
比
と
を
，

ま
し
た
「
エ
コ
ノ

ャ
ー

マ
ー
」

ン
岳

■
成

ｎ
■
は

に
施
市
さ
れ
た
□
り

記
討
―ｌｉｌｌ
世
て
　
「ヽ

札
＝
い
市
“
控

■
■
に
サ
式

の
専
人
に
関
す
る
払

■
‐
に
Ｌ
づ
き
　
ｉ
う
く
，
と
化

キ
肥
料
　
化
学
性
妥

の
使
川
に
よ

，
こ

体
的
に
行
う
峻
業
■
性
を
＝

両
！
　
打
■
の
世
た
を
，
け
た
世

■
■

の
こ
■
ャて
す
　
記
売
≡
，
付

た
性
究
者
の
方
は
　
■
ｒ
さ
れ
た

世
予
初

の
包
氏
告
杵
　
■

ス
タ

ー
　
，
，
ツ
と
と
に
記
ｔ

マ
ー
ク

（刑
田
）
を
よ
示
す
な
こ
と
か
て
ゼ

消
“
イ

ｔ
女
ｔ
　
ケ
と
を
強
く
，

ビ
ー

，
す
る
こ
と
よ
で
き
ま
す

現
在
々
ｌｒｉｌ

て
は
抑
万
人
切
　
Ｒ
岬

い
て
は
１
１
１
１１
人
オ
●
打
記
た

■
■
，
活
動
し
て
い
〓
す

だ
ｉ
式

で
は
ヤ
↑
さ
ん
の
■
の

，
き
た
が
代
押
て
ホ
■
性
半
政
世

■
ｋ
ｔ
ン
，
１
の
米

ｒ十‐
“
上
か
ら

「昨
本
■
の
多

い
高
水
け
て
挫
チ
を

純
う
す
と
と
に
大
ど
町
し
い
‘
せ

い
ま
す
が
　
前
■

っ
て
航
し

い
」

と
出
た
い
な
に
与
さ
れ
ま
し
た

向
い
し
た
１１ｉ
川
叫
填
す
ら
も
　
い

の
イ
■
１
，
デ

，
デ
≡
つ
な
打
ち

こ
と
て
■
の
で
　
夕
く
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町
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が

工
３
フ
ィ
ー
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ー
に
な

っ
て
く
れ

■
ピ
と
劇
件

し
て
，
卓
す
」
と
巾

ま
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空
を
”
，
う
れ
　
承
各

さ
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は

一地
帆
と
し
て
“
，
組
め

る
く
う
い
に
　
「
Ａ

ｌｌｉ

ｌ十七

（
＝
術

し
て
い
う
仲
――――
に
も
と
ん
Ｌ
た
二

■
フ
Ｆ
Ｉ

マ
ー
を
勧
め
た
い
」
と

市
し
て
い
ま
し
た

創
業
予
定
書
のみ
な
さ
ん
ヘ

木
曽
地
方
■
務
所
産
葦
労
ロ
テ
ー
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０
２
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４

本
容
）

２
２
２
１

てⅢl
■ 引ヽ コ
さ い 共
Ⅲ ' ■

| ,

ti
■ ｀

抑i

企
画
財
政
係

十 ‖ を
イ 玲 k

i ! !
Ⅲ「, 1 ま

|[` 】tⅢ「  月 た

な i 4 イ 4 背 4
(  1 =ど  , 1よ  ″  く
!  “ 処 や   ' じ
と  わ Ji lt r付,  lnの

間
本
曽
阿
で
初
の
認
定

「
エ
コ
フ
ア
ー
マ
ー
」
認
定
式

臣定マークを=と する環合富どん (=)

■ヽt SC



１０
月
は
労
画
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す

木
慎

震

本

果

慶

器

さ
〓
所

な
０
２
６
４

（２
）
２
２
３
０

松
本

露

里

露

露

畳
■

ａ
０
２
１
３

（範
）
０
１
０
３

労
簡
保
距
ほ
　
才
箇
古
を
１
人

て
も
世
川
す
る
■
柔
所
な
　
原
則

と
し
て
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
日
の

「強
制
適
川
＝
陛

て
す，
■
労
働
■
は
　
労
働
保
険

一労
共
供
確
　
梶
「
快
政
）
に
加
入

し
て
い
な
い
企
業
を
な
く
す
た
め

呼
年
度
か
ら
　
楠
刷
訪
ｉｎｌ
等
に
よ

る
保
酸
加
人
塙
導
に
よ

っ
て
も
増

上
向
に
成
立
ｉ
統
さ
を
と
ら
な
い

■
柔
■
に
対
し
　
労
働
局
次
び
労

働
と
い
監
片
ど
に
よ
る

「山
‐ｌｉｌｌ
加

人
」
の
帖
置
を
と
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
手
続
さ
を
さ
れ
て
い
な
い
”
葉

土
め
方
は
　
避
や
か
に
子
統
壱
を

し
ま
し
■
，

ま
た
　
労
働
者
の
方
々
が
　
ご

ロ
サ
の
梶
ｍ
保
段
加
人
子
杭
壱
が

行
わ
れ
て
い
る
か
町
霞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
　
保
降
料
を
払

っ
て

い
て
ヽ
加
大
手
枕
セ
″
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
叫
合
　
失
業
後
に
失
業

治
付
ｔ
が
２
格
で
き
を
く
な
る
等

一　
】

の
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
す
あ
ｂ

ま
す
　
に
冊
保
険
の
加
入
状
況
を

確
認
し
た
い
方
は
　
Ｒ
午
，
の
ハ

，
１
７
１
ク
に
本
人
確
背
で
き
ち

証
苫

（白
助
＋
宅
許
証
牛
）
及
び

印
鑑
を
持
参
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
な
お
　
に
冊
保
険

の
適
”
に
は

一
定
の
と
い
が
あ
り
ま
す
　
岸
榔

に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

交
通
事
故
で
お
日
り
の
方

は
■
相
蔵
下
さ
い

松
本
目
的
摩
保
険
脳
ま
柏
醸
セ
ン

タ
ー
る
０
２
６
３

（苺
）
ア
７
０
０

松
本
自
Ｍ
車
保
険
討
■
相
離
セ

ン
タ
ー
て
は
　
守
円
の
相
献
Ｒ
ガ

白
に
よ
保
険
　
自
動
■
保
に
の
前

ホ
子
泣
と
等
に
つ
い
て
　
相
渋
に

は
じ
ま
す

相
談
は
無
料
で
化
話
に
よ
る
相

敲
も
お
受
け
し
ま
す
め
て
　
お
気

蛭
ｔ
ご
利
用
く
だ
さ
い

口
相
酸
日
時

れ
過
月
昭
日
１
在
昭
日

（机
口
を
除
く
）

午
前
９
時
，
ｒ
午

午
核
１
時
ｉ
午
在
ヽ
崎

■
弁
護
士
相
獣

（面
該
）

行
，
　
第
２
　
い
１
木
昭
日

午
後
１
時
十
年
後
１
時

間
試
に
よ
う
相
離
は
予
約
初
の

た
め
　
≡
希
望
の
オ
は
　
あ
ら
か

じ
め
ご
速
格
く
た
さ
い

口
仁
所

予
３

９
０
　
０
８

１
１

1穀

松
本
市
中
央

町
本
生
命
松
本
蚊
前
ビ
ル

７
階

自
賠
責
保
険

・
業
済
の
有

効
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？

自
暗
責
保
険
　
共
済
は
　
万

の
自
動
■
事
故
の
時
の
基
本
的
な

対
人
暗
紙
を
自
的
と
し
て
　
原
動

織
付
自
転
＋
を
告
む
す
（
て
の
泊

動
車
に
加
入
万
表
”
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す

（自
動
■
被
普
情
ｋ
保
障

法
）持
に
　
＋
技
制
と
の
な
い
２
１

け
に
以
下
の
パ
イ
ク

（原
動
機
付

向
転
】
　
任
二
喘
白
勁
■
）
は

有
効
劇
限
切
れ
　
掛
け
忘
れ
に
ご

Ｌ
ヽ
下
と
い

由
暗
■
側
に
の
詳

し
い
内
容

は
　
■
―
ム
ペ
ー
シ
で
↓
ご
焼
い

た
だ
け
ま
す

ョ
〓
）ヽ

すヽ
≡
≡
〓
亨
ュ
車
）

_ヽ

き

嗣
齢
善
しヽ

iしヽ

き
教
塁
め'

ら

高
齢
音
い
さ
い
ｇ
教
室
は
　
介
護
保
険
の
中
の
介
蔽
予
防
事
業
と

し
て
い
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
室
■
　
み
を
さ
ん
の

「介
蔽
保
険
料
」
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
　
お
議
い
あ
っ
て
ヽ
出
か
け
く
だ
さ
い
。

各
地
区
の
高
怖
者
い
と
い
と
教

室
か
ｍ
糾
き
れ
ま
し
た

北
郡
地
区【Ｂ
月
８
日
　
参
加
者
ゐ
名
】

北
部
地
区
で
は

「
元
気
て
い

と
い
と
ｉ
活
す
る
た
め
の
拒
新
枯

報
一
と
旭
し
て
科
紋
会
を
‐Ｈ
併
じ

ま
し
た
科
印
は
侮
指
医
院
院
長
　
催
帽

座
帥
　
小
晰
理
学
旅
法
■
て
し
た

付
組
転
症
々
迎
功
に
つ
い
て
　
日

旅
的

に
家
に
て
で
ど
る
ス
ト
レ

ン

■
体
弾
な
ど
も
実
核
を
変
え
て
相

介
し
て
い
た
た
壱
ま
し
た

日
立
地
区【８
月
第
日
　
参
加
者
ヽ
名
】

日
立
地
区
で
は
　
一元
気
で
い
さ

い
言
生
活
す
る
た
め
の
た
新
情
報

と
し
て

「泌
尿
林
科
の
吊
気
や
気

を
つ
け
た
い
こ
と
」
と
題
し
た
詰

演
会
を
　
老
人
ク
ラ
ブ
老
松
合
と

の
よ
併
で
開
忙
し
ま
し
た

話
―――
は
日
保
坂
ド
病
悔
泌
派
林

▲販明する志向先生
お■ ,"ほ要草策法■

ま つ くな  話 早 離 科
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